













　Against the backdrop of an aging society and declining population, we focused on 
nursing care and welfare on the ground, and conducted and examined trial workshops to 
establish ways for utilizing design and science and technology in the local community. We 
implemented workshops on manufacturing where participants from various sectors 
including a variety of experts, researchers, medical professionals, students, companies and 
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the general public gathered and held a dialogue about “things” that are important in 
nursing care and welfare sites from their respective professional points of view. The aim 
was to create a ripple effect on the local community by giving back the results to society 
through external presentations and disclosure to the public through media including the 





































































































































































































































・第５クール：大分県立芸術文化短期大学 芸術デザイン棟 １階 講義室Ｃ
　先のプロセス「デザインする」において考案したアイデアを、身近な素材を使用してプ
ロトタイピングを行なった（図６）。また、各グループ毎に、本プログラムで決定した課
題をもとに、最終発表会に向けたプロトタイピングをワークショップ外で行なった。そこ
でのプロトタイピングの手法の一つとして、3Dプリンタやレーザーカッターに代表され
るデジタルファブリケーションや、MESH（https://meshprj.com/jp/）を活用したセンサー
プログラミングの活用があげられる。
　ワークショップ内でデジタルファブリケーションやIoTプログラミングの基礎を知り、
その応用可能性を検討してプロトタイプを創り出した（図７）。このことは結果として、
これまでユーザーであった参加者が、モノを作り出す側に関わることになっていった。
図６．プロトタイピングでの一場面2016年８月20日／大分県立美術館（左）、2017年７月８日／大分県立美術館
（右）。
図７．デジタルファブリケーションによるプロトタイピングの一例。
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（５）成果報告会
＜日時＞
・第１クール：2016年９月17日（土）14：00～17：00（報告会は14：00～16：30）
・第２クール：2017年２月16日（土）13：00～17：00（報告会は14：00～16：30）
・第３クール：2017年９月16日（土）13：00～17：00（報告会は14：00～16：30）
・第４クール：2018年２月17日（土）11：00～17：00（報告会は14：00～16：30）
・第５クール：2018年９月８日（土）11：00～17：00（報告会は14：00～16：30）
＜場所＞
・大分県立美術館 ２階 研修室
　各グループにプロトタイプとポスター（B1サイズ）を作成し、当該プロトタイプの発
表を行い、参加者全体の共有と、外部に向けた発信を行なった。
　ポスターには、タイトル、サブタイトル、プロトタイプの画像、使用イメージ、ストー
リー、概略寸法を記載し、会場内と会場前の通路に展示した。発表は各グループ10分と
し、プレゼンテーションソフトウェアやプロトタイプによる実演を通して他グループ、最
終報告会の参加者へ向けて発表した。
　また、本ワークショップで共創された提案は、地域社会、他地域への波及効果をねら
い、ポスターやプロトタイプの図面データを、クリエイティブ・コモンズ・ライセンスを
使用しWEB（https://hallow.site44.com）を介して公開している。クリエイティブ・コモ
ンズ・ライセンスでは、「作品のクレジットを表示すること」、「営利目的で利用しないこ
と」、「元の作品と同じ組み合わせのCCライセンスで公開すること」を条件としている。
図８．会場前の通路に展示した各グループのポスター2016月９月17日／大分県立美術館（左）と、成果発表の一
場面2017月２月16日／大分県立美術館（右）。
デザインを社会に活かす仕組みづくりとその課題
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図９．第１クールの成果をまとめたポスターの一例。
図10．第２クールの成果をまとめたポスターの一例。
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図11．第３クールの成果をまとめたポスターの一例。
図12．第４クールの成果をまとめたポスターの一例。
デザインを社会に活かす仕組みづくりとその課題
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４．まとめ
　本研究では以上のように、デザインに関する手法や科学技術を活用し、多様なアクター
を交えたワークショップを実施し、介護・福祉の現場において必要とされる「モノ」につ
いて、ユーザーへの深い理解を通して共に考え、課題解決に向けた共創し、合計21のアイ
デア（第１クール：６、第２クール：３、第３クール：６、第４クール：４、第５クー
ル：２）が考案された。最終報告会で参加者を対象に実施したアンケートからは、ものづ
くりに対する意識の変化や、異分野のメンバーとの協働、学生との協働についてのコメン
トがみられた。普段、モノづくりに携わっていない人でも、多様なメンバーが集まること
で、課題解決の可能性のあるアイデアを創出できることを、本ワークショップでは示すこ
とが出来たと考えている。
　第１クールで発表された「ふんばりやさん」は、杖歩行の高齢者を対象にした、一点杖
と四点杖が簡単な操作で切り替えられるアイデアである。最終報告会（2016月９月17日）
の時点では1stプロダクトであったが、その後同グループの企業参加者によって検証、実
証が進められ、2018年10月に「crosspod」として商品化された。これは、本ワークショプ
の成果が展開できた事例であるが、他にも製品に近いところまで発展する可能性のあるア
イデアが多くある。アンケートのコメントからも「もう少し踏み込んだモノづくりを期待
していた」とのコメントもあったことから、今後、積極的にモノづくりに携わる企業の参
加や、ネットワークの形成が得られるよう検討していく必要性がある。
図13．第５クールの成果をまとめたポスターの一例。
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　このようなワークショプは、一度で終わることなく、継続しその定着を目指すことが重
要であるという認識から、継続した実施を実現したいと考えている。今後、ワークショッ
プを継続しながら、多様な成果を生み出していくことができればと考えている。
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